
〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  [ウェイ]

名 道、道順、方向

方法、やり方

☒  [スプりング]

名 春、泉、バネ

☒  [ふラウア]

名 花、草花
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One way. 『一方通行』【掲示】

lose one’s way 『道に迷う』

on one’s way to ~ 『～への途中で』

※ one’s の部分には所有格を使う。

by way of ~ 『～経由で、～を通って』

all the way 『はるばる』

his way of thinking 『彼の考え方』

in the same way 『同じように』

by the way 『ところで』
※ 話題の転換をするときに使う。

in a way 『ある意味では』

No way ! 『いやだ。だめだ。』

I like spring (the) best. 『私は春がいちばん好きです。』

Many flowers come out in (the) spring.

『たくさんの花が春に咲きます。』

※ come out は ｢出てくる、出現する｣ の意味。

Spring has come. 『春が来た (ところです)。』

※ 現在完了形の文。｢春が今来たばかり｣というイメージを表す。

He started [began] to work last spring.

『彼は去年の[この前の]春に働き始めました。』

※ next , last , this などが直前につくときは前置詞 in は必要ない。

Will you tell me the way to the library ?

『その図書館までの道を私に教えてくれませんか？』

※ Will you ~ ? のかわりに Would you ~ ? / Could you ~ ? を

使うと、Will you ~ ? よりもていねいな表現になる。

『～してくださいませんか？ / ～していただけますか？』と訳す。

I’m afraid (that) we lost our way.

『残念ながら私たちは道に迷ったようです。』

Come this way, please. 『こちらへ来てください。』

I met Meg on my way home.

『私は家に帰る途中でメグに会いました。』

※ home ｢家に、家へ｣は副詞なので、前置詞の to は必要ない。

What is the best way to learn English ?

『英語を学ぶいちばん良い方法はなんですか？』

His way of thinking is different from mine.

『彼の考え方は私の(考え方)とは異なります。』

way … ある場所までの道順や、ある場所までの通路。

road … はなれた場所どうしをつなぐ道、街道。→【単語帳 No. 436】

street … 人家や建物、商店などが並ぶ市内の通り。→【単語帳 No. 752】

in (the) spring 『春に』

※ この場合springに theをつけることもある。

next spring 『来春、今度の春に』

last spring 『この前の[去年の]春に』

this spring 『今春、今年の春に』

early spring 『早春』

hot springs 『温泉』

the springs of a bed 『ベッドのバネ』

a flower shop 『花屋』

wild flowers 『野生の花』

※ wild [ワイルド]

a flower garden

『花畑、花園』

a flower bed 『花だん』

Look at that beautiful flower. 『あの美しい花を見て。』

What is the name of this flower ? 『この花の名前は何ですか？』

I got a lot of flowers as a birthday present.

『私は誕生日プレゼントとしてたくさんの花をもらいました。』

There are some kinds of flowers in this garden.

『この庭には何種類か (←いくつかの種類)の花があります。』

☆ summer ｢夏｣ →【単語帳 No. 324】/ fall (autumn) ｢秋｣ →【No. 326】/ winter ｢冬｣ →【No. 511】

※ 複数形は ways

※ way を使う慣用表現には、本来の

way の意味からは想像ができない

訳し方をするものも多い。

※ 特に果実がなる木の花は blossom(s) [ブラサム(ズ)] という。

例 apple blossoms ｢りんごの花｣ / cherry [チェりィ] blossoms ｢桜の花｣

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  [アクトウバァ／オクトウバァ]

名 １０月【略語は Oct.】

☒  [ハンドゥれッド]

形 １００の

名 １００

☒  [ふェイマス]

形 有名な、名高い (= well-known)

[比較変化] famous - more ~ - most ~

☒ [ステイ]

動 滞在する、とどまる

名 滞在

活用 ： stayed [ステイド]

– stayed – staying

３単現形：stays [ステイズ]
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100 → one [a] hundred ,

200 → two hundred ,

300 → three hundred のように表す。

※ この場合の hundred は形容詞なので

語尾に複数形の s をつけない。

そのうしろの名詞は複数形になる。

447

Did you enjoy your stay in Tokyo ?

『あなたは東京での滞在を楽しみましたか？』

During my stay in Kyoto, I met my old friend.

『私の京都滞在中に、私は旧友に会いました。』

hundreds of ~ 『何百もの～』

… この表現でのみ, 語尾に s をつける。

She was born in October. 『彼女は１０月に生まれました。』

I was born on October 26. 『私は１０月２６日に生まれました。』

※ 26 (twenty-sixth) … [トゥウェンティ スィックスす]

Tom came to Japan last October.
『トムは去年の１０月に日本に来ました。』

October is the tenth month of the year.
『１０月は年の１０番目の月です。』

I saw hundreds of cars there.
『私はそこで何百台もの車を見ました。』

☆ thousand【単語帳 No. 454】も参照のこと。

I have six hundred yen now. 『私は今６００円持っています。』

※ yen は単複同形なので、複数形でも s をつけない。→【単語帳 No. 547】

※ 数字で 600 yen と書くこともできる。以下も同様。

He has about one [a] hundred books in his house.

『彼は(彼の)家に約１００冊の本を持っています。』

There are two hundred (and) nine students in our school.

『私たちの学校には２０９人の生徒がいます。』

※ 数字で 209 students と書くこともできる。and は読み･書きとも省略可。

stay (at) home 『家にいる』

※ at があるときの home は名詞、

ないときは副詞。→【No. 321】

stay with〔人〕 『～の家に泊まる』

stay in [at]〔建物〕 『～に泊まる』

during my stay in Japan

『私の日本滞在中に』

He is a famous doctor.『彼は有名な医者です。』

= He is famous as a doctor.『彼は医者として有名です。』

She is famous as a singer.『彼女は歌手として有名です。』

= She is a famous singer.『彼女は有名な歌手です。』

This park is famous for its beautiful lake.
『この公園は (それの)美しい湖で有名です。』

The singer is more famous than he [him].
『その歌手は彼よりも有名です。』

be famous as ~

『～として有名である』

be famous for ~

『～で有名である』

How long are you going to stay in Japan ?
『あなたはどのくらい日本に滞在するつもりですか？』

He has to stay (at) home today.『彼は今日家にいなければならない。』

Please come to our house and stay with us.
『私たちの家に来て泊まってください。』

I’ll stay at a hotel today. 『私は今日ホテルに泊まります。』

※ せまい場所には at 、広い場所には in を使う。

… at , in のどちらを使うかは、話し手の感覚によって異なる。

『～月に』→ in ~

『～月…日に』→ on ~ …

※ 日にち(…)の部分はふつう数字で

書き、序数(ファースト、…)で読む。

☆ 前置詞のちがいに注意！

アクセント注意

発音注意

発音注意
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発音注意



〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  [モーァ] ※ many【No. 91】、much【No. 39】の比較級の形、最上級の形は most【No. 485】

副 もっと、もっと[より]多く

① ２音節以上の形容詞･副詞の

前につけて比較級を作る。

注 ２音節の語には ~er に

なるものもある。

② much (たくさん) の比較級

形 もっと[より] 多くの[多量の]

① many の比較級 (⇔ fewer)

② much の比較級 (⇔ less)

それ以上の

代 もっと多くのこと[人]

☒  [ダーク]

形 暗い、濃い (⇔ light)、黒い

[比較変化] dark - darker - darkest

名 暗やみ、夕暮れ

【a をつけず、複数形にもしない】

☒  [タイアド]

形 疲れた

あきた、いやになった
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more slowly 『もっとゆっくり』

more ~ than … 『…よりも～』

more and more 『ますます』

more than ~ 『～以上の』

no more = not ~ any more
『もうそれ以上～ない』

the more ~ , the more …

『～すればするほど…』

more and more ~
『ますます多くの～』

one more time = once more
= once again 『もう一度』

Emi has more books than I (do). ※ many の比較級

『エミは私(が持っている)よりたくさんの本を持っています。』

I want more water. ※ much の比較級

『私はもっと(多くの)水がほしい。』

Will you have some more tea ? 『お茶をもう少しいかがですか。』

= How about some more tea ?
※ 相手に肯定の返事を期待するときには疑問文でも some を使う。

→【単語帳 No. 108】

Please speak more slowly. 『もっとゆっくり話してください。』

This book is more interesting than that one.

『この本はあれ[あの本]よりおもしろい。』

The singer became more and more famous.

『その歌手はますます有名になりました。』

You should sleep more. ※ much (たくさん) の比較級

『あなたはもっと(たくさん)眠るべきです。』

Our school was built more than fifty years ago.

『私たちの学校は５０年以上前に建てられました。』

I want to know more about you.
『私はあなたについてもっと知りたい。』

Will you have some more ? 『(料理などを)もっといかがですか？』

It’s getting dark. 『暗くなってきました。』

Ken has dark eyes [hair]. 『ケンは黒い目[髪]をしています。』

※ 目や髪の色が｢黒い｣ときには、black ではなく、ふつう dark を使う。

※ a black eye は｢目のまわりの黒いあざ｣の意味になる。

→【単語帳 No. 117 … black】

Come (back) home before dark.

『暗くなる前に帰宅しなさい。』

Don’t go out after dark. 『暗くなってから外出するな。』

A cat can see in the dark. 『ネコは暗やみで目が見えます。』

a dark room 『暗い部屋』

dark hair [eyes] 『黒い髪[目]』

dark blue 『濃い青色、ダークブルー』

before dark 『暗くなる前に』

after dark 『暗くなってから』

in the dark 『暗やみで、暗いところで』

I’m very tired. 『私はとても疲れています。』

She looks tired. 『彼女は疲れているように見えます。』

※ look 形容詞(~) ｢～に見える｣ →【単語帳 No. 251】

Ken was tired from hard work.
『ケンはつらい仕事で疲れていました。』

I am tired of waiting. 『私は待ちくたびれています。』

be tired from ~ 『～で疲れている』

be tired of ~

『～に飽きている、いやになっている』

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  [ノ(ウ)ヴェンバァ]

名 １１月【略語は Nov.】

☒  [あンサァ]

動 (～に)答える (⇔ ask)、返事をする

名 答え、解答、返事 (⇔ question)

活用 ： answered [あンサァド]

– answered – answering

３単現形：answers [あンサァズ]

☒  [クウェスチョン]

名 質問、問い、疑問 (⇔ answer)

☒ [さウザンド]

形 １０００の

名 １０００
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question … 質問･疑問や試験の問題などのこと。

problem … 解決すべき問題、重大な意味を持つ問題。

→【単語帳 No. 518】

a simple [スィンプル] question 『簡単な質問』

out of the question 『問題外の、問題にならない』

a right [wrong] answer

『正しい[間違った]答え』

She was born in November. 『彼女は１１月に生まれました。』

He was born on November 27.
『彼は１１月２７日に生まれました。』

※ 27 (twenty-seventh) … [トゥウェンティ セヴンす]

I want to go to China next November.
『私は来年の１１月に中国へ行きたい。』

November is the eleventh month of the year.
『１１月は年の１１番目の月です。』

1000 → one [a] thousand ,

2000 → two thousand ,

3000 → three thousand

※ この場合の thousand は形容詞なので

語尾に複数形の s をつけない。

そのうしろの名詞は複数形になる。

thousands of ~ 『何千もの～』

… この表現でのみ, 語尾に s をつける。

This book is three thousand yen. 『この本は３０００円です。』

※ yen は単複同形なので、複数形でも s をつけない。→【単語帳 No. 547】

※ 数字で 3,000 yen と書くこともできる。以下も同様。

He has about one [a] thousand stamps.

『彼はおよそ１０００枚の切手を持っています。』

※ stamp(s) [スタぁンプ(ス)] ｢切手、スタンプ｣ →【単語帳 No. 818】

There were about two thousand bikes in the park.

『その公園には約２０００台の自転車がありました。』

Thousands of people went to the zoo.

『何千もの人々がその動物園に行きました。』

※ ｢人々｣ の意味の people には複数形の s をつけない。

→【単語帳 No. 142 … people】

Answer my question(s) . 『私の質問に答えなさい。』

I’ll answer the phone. 『私が電話に出ます。』

He answered, “Yes.” 『彼は ｢イエス (はい)｣ と答えました。』

Please answer my letter. 『私の手紙に返事をください。』

My answer is “No.” 『私の答えは ｢ノー (いいえ)｣ です。』

Write your answer(s) here. 『ここにあなたの解答を書きなさい。』

Did you get an answer to your letter ?

『あなたは(あなたの)手紙の返事をもらいましたか？』

I have a question. 『私は１つ質問があります。』

May I ask you a question ?

『あなたに１つ質問してもいいですか？』

→【単語帳 No. 213 … ask】

Please answer my question(s) .

『私の質問に答えてください。』

Do you have any questions ?

『何か質問がありますか？』

『～月に』→ in ~

『～月…日に』→ on ~ …

※ 日にち(…)の部分はふつう数字で書き、

序数 (ファースト、セカンド、…) の

読み方をする。

☆ 前置詞の違いに注意！

月名のときは in、特定の日には on

☆ hundred も参照のこと。→【単語帳 No. 445】

アクセント注意

発音注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  [あングりィ]

形 怒った、腹を立てた

☒  [デッド] (⇔ alive, living)

形 死んでいる、生命のない

関連語： die ｢死ぬ｣ →【単語帳 No. 697】

death [デす] ｢死｣ (⇔ life【No. 339】)

☒  [ウィンド]

名 風

派生語：windy (風の強い) →【単語帳 No. 559】

☒  [クラウド]

名 雲、雲状のもの

派生語：cloudy (くもりの) →【単語帳 No. 372】

☒  [サムタイムズ]

副 ときどき ≪25％程度の確率･割合をあらわす≫

☒  [ケアふル]

形 注意深い、用心深い (⇔ careless [ケアレス])

[比較変化] careful - more ~ - most ~

派生語： care (注意) →【No. 729】

carefully (注意深く) →【No. 793】
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get [become] angry 『怒る』

angry with [at]〔人〕『～に怒っている』

angry at [about]〔物事･行為〕

『～に怒っている』

※ at は〔人〕にも〔物事〕にも使える。

a strong [north] wind 『強風[北風]』

There are no clouds in the sky.『空には雲１つありません。』

= There aren’t any clouds in the sky.

※ no = not (…) any ~ 「１つも～ない」

→【単語帳 No. 109 … any】

The cold wind is blowing. 『冷たい風が吹いています。』

※ blow [ブロウ] ｢(風が)吹く、鼻をかむ｣ →【単語帳 No. 920】

We walked against the strong wind.

『私たちは強風に逆らって歩きました。』

He got [became] very angry.『彼はとても怒りました。』

My mother is angry with [at] me.

『私の母は私に腹を立てています。』

Meg was angry at [about] the news.

『メグはその知らせに怒っていました。』

What made you so angry ?

『何があなたをそんなに怒らせたのですか？』または

『あなたはなぜそんなに怒っていたのですか？』と訳す。

Be careful. 『気をつけて。注意して。』

Be careful of your health. 『お体を大切に。』

My father is a careful driver.

= My father drives carefully.

『私の父は注意深く運転します。』

He is sometimes late for school.

『彼はときどき学校に遅れます。』

Meg sometimes visits her aunt.

『メグはときどき彼女のおばを訪ねます。』

☆ かんたん英文法【頻度を表す副詞】参照。

※ sometimes , often などの語を ｢頻度(ひんど)を表す副詞｣ と

言う。be 動詞･助動詞のある文では be 動詞･助動詞の後ろに、

一般動詞のある文では一般動詞の前に使う。

アクセント注意

The bird is dead. 『その鳥は死んでいます。』

※ be 動詞を過去形にしないように注意！

He has been dead for ten years.

(→『彼は１０年間ずっと死んでいます。』)

→『彼が死んで１０年になります。』

= It is [has been] ten years since he died.

『彼が死んでから１０年です。』

= He died ten years ago.

『彼は１０年前に死にました。』

be dead 『死んでいる』

※ 現在の≪状態≫を表すのでbe動詞は現在形を使う。

a dead fish 『(１匹の)死んだ魚』

a dead leaf 『(１枚の)枯れ葉』

dead or alive 『死ぬか生きるか』→【No. 983】

459

460

発音注意
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